
　　　　　　　　　　　昭和5ユ年度（問　題）

午前の都

ユ．ク歳のAとy歳のBがいる。Aの死亡後Bに復帰年金を給付するにあたり，Aの死

亡が5年聞発生しなか一たな干ば年金11会に減額され・1・年間発生しなか一たら告に

減額される。また，BがAに先だって死亡したときは，最初の5年間に支払われるこ

ととなっている年金年額の10倍が死亡保険金として一時に支払われる。この保険の年

払営業保険料を求めよ。

ここで，保険料払込期問はユ5年とし，付加保険料は，営業保険料の20％とする。

2．養老保険において，予定死亡率（σエ）を（9エー冶）に変更すると，責任準備金は常に

増加することを証明せよ。　　（々〉0）

3　保険金即時払のn年定期保険において

　　　死因’による死亡には　　　　I

　　死因ノによる死亡には　　　　J

　　　その他の原因による死亡には　K

を支払うものとする。

　　　　・μμ一ろμ工4一μ二：’1’ハ

のとき・この保険のガ才の一時払保険料五1：二〕と五∬：列との関係を求めよ。

午後’の部

4．（κ）が（y）に先立って死亡する場合，即時払の終身条件付連生保険の現価巫〃は，

　死亡表がメーカムの法則とμエ：A＋B・C工）に従うとすれば，

　　＿l　　　C工　＿　　　　C工一Cリ　　＿
　　A“＝　　　　　Aエコー　　　　　　A・ση
　　　　　C工十C型　　　　C工十Cリ

　と表わせることを示せ。

1－11コ1111。
　某社の決算損益計算書は次の通りである。
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経常収益

　収入保険料

　私意及配当金収入

経常費用

　保　険　金

　解約返戻金

　事業　費

　責任準備金繰入

当期剰余金

α

　P’

　I

5

　S

　W

　E

△V

G（三α一5）

※①年始総資産は，年始責任準備金Vのみである。

　②年始年末とも支払備金はなかっ走。

　③責任準備金は純保険料式により積み立て

　　られている。

④未収金・未払金・預り金等はなかった。

　上記損益計算書の剰余金Gの源泉を求めると次のようになる。・

　予定利率はゴ，解約契約の消滅時責任準備金はVωで，Pは純保険料Pとイ荊口保険料L

から成り立っていたとする。これより，死差益GI，費差益G2，解約益G3を求めると，

G1一［■コ

G・一［互］

G。一［亜コとなる。

一方，実際利廻を〆とすれば，利差益Gヰは，

G・一［〔コ・（・一！）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2I
黙るに・年末総資産はL旦」二あるから一i目であり・G4は・

・・一1一［エコとも書き換え・帆

以上により G土G1＋G2＋G3＋G。なることが削る。
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　　　　　　　　　　　　　昭和51年度（解答例）

午前の部
　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　11．
1．復帰年金の現価　　　o川一百。ψ珊。エ。。一與。。一百〃1oク軸。州。一ψ。10

　　死亡給付の現価　　　10Aエ呈

　　従って営業保険料P’は

ピー B81工宮司1（・工r去伽卵一夫・1．1加州…）

・1・・。｝

2．養老保険の均衡方程式（Equation　of　equi1ibrium）によって導かれた，第t保険年

度の残金（Remainder）Rt．iは

。、、、一（ピー・）（1・i・）一1（。・児、t一。、。、）（1一川・）二（t…）（i’一i）1

で与えられる。また，臨界函数（Critica1function）Kt．1は

　　　K、、1＝（q’、十t－q、十t）（1－t＋1V）一（tV＋P）（i’一i）

　である。

　　題意の場合の臨界函数は，i㌧i＝0，q’、。rq。。t＝一尾＜0

　　　Kt＋1＝一冶（1－t＋工V）

　　今，、十王Vがtについて単調非減少函数ならば，Kt・一も単調非減少函数であ乱

　　従って，Rt・iは，tについて単調非増大函数となる。

　　ここで，R…、1とD’、。tの関係，

　　　　　　　　　　　　　　n一］
　　　　　　　　　　　　　　　Σ（D’、十tRt＋ユ）＝0

　　　　　　　　　　　　　　t＝o

　を使えば，Rt＋1の符号は，保険期問を通じて，正から負にただ一回かわる。従って，

　　｛q正一尾｝の責任準備金は，tVが単調非減少ならば・｛q・｝の責任準備金よりも

　常に大である。よって題意が証明された。・

一ユO1一



　　　い〕　　　　　　し〕　　　｛一’一カ

3、αμ州：あμ工。’＝μ州，
い〕　　　ol　　l一‘一カ

μエ。’十μエ十’十μ五十’＝μエ十’　より

ω

μf＋’’ 　　　　　μ五十’
o＋δ十〇5

ω
　　　　　　o
μ州一 Z十あ十〇わμ州

｛一’一カ

μ工十’一

。δ

。十わ十。δμ洲

鳩一工1㌧加｛μ二1・1・μlll・1・‘二二1】・・｝・

一δP誌1δ叩舳洲・1

一あI＋oJ＋oあK連1
　　o＋あ十〇あ

午後の部

4．経過チの時点で，（π）が（y）に先立って死亡する確率は，ψ工〃工。’

従って 亙1・一 o㌧力ψ州・

一∬W・…州）〃 （メーカムの法則による）

一・工；㌧舳・∬・伽・・冊1・

一・あ1・。島∬・伽（・・州・・・…）・

一・叶。ξ訂㌧加・（μ州・灼・ド・・）・

　　　　　　C工　　一
＝Aδ工・十C工。Cl（A・r2Aδ工1）
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　　　C工　一
＝C工十ぴAη

C工一C’
C工十C・A7η

5．　｛1〕Vo（1＋’）十P（1＋壬）一（S＋Vw）（1＋差）一（Vo＋∠V）

12〕（L－E）（1＋壬）

　　　　P’一（S＋W＋E）
ωVo＋
　　　　　　　2

⑥2Vo＋∠V＋G－1

131（Vw－W）（1＋壬）

15，Vo＋∠V＋G

小・ピー（1＋W＋E）ト
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